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製
作
工
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で
発
生
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、
冷
凍

食
品
向
け
な
ど
を
中
心
に
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
グ
ラ
ビ
ア

印
刷
を
手
が
け
て
い
る
。
印

刷
業
界
で
は
製
作
工
程
で
発

生
す
る
揮
発
性
有
機
化
合
物

（

V
O
C）
の
抑
制
が
急
務
。
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そ
こ
で
同
社
は
電
気
ヒ
ー
タ

ー
を
利
用
し
た
排
出
対
策
装

置
を
導
入
し
た
。

v
o
cを

燃
焼
処
理
し
、
そ
の
廃
熱
を

乾
燥
工
程
に
利
用
す
る
。

印
刷
工
程
で
は
フ
ィ
ル
ム

同
士
を
張
り
合
わ
せ
る
際
に

接
着
剤
を
使
い
、
そ
れ
を
乾

C
排
出
対
策
装
置
。
2
台
の

ド
ラ
イ
ラ
ミ
ネ
l
ト
機
か
ら

発
生
し
た
V
O
Cガ
ス
を
同

装
置
内
に
送
り
込
み
、
熱
交

換
器
と
電
気
ヒ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
3
5
0
度
C
ま
で
温
め

る
。
こ
の
温
度
で
触
媒
に
触

れ
る
と
酸
化
燃
焼
さ
れ
て
4

れ
、
防
年
4
月
か
ら
V
O
C

の
排
出
規
制
が
施
行
。
法
規

制
順
守
と
積
極
的
な
削
減
が

企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

触
媒
燃
焼
方
式

そ
こ
で
同
社
が
導
入
し
た

の
が
触
媒
燃
焼
方
式
の
V
O

V
O
Cガ
ス
の
抑
制
急
務

タ
ー
が
停
止
す
る
「
自
燃
状

態
」
と
な
る
た
め
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
効
果
も

高
い
。
シ
ス
テ
ム
導
入
は
印

刷
業
を
営
む
中
小
で
は
有
数

の
早
さ
と
な
っ
た
。

一
一
｜
ズ
に
合
致

3
月
に
本
格
稼
働
さ
せ
た

同
装
置
は
同
社
の
玄
関
口
に

設
置
し
た
。
長
さ
6
M
、
幅

ー
ダ
I
は
「
ど
こ
で
ど
の
く

ら
い
V
O
Cが
発
生
し
て
い

る
の
か
徹
底
的
に
調
べ
、
コ

ス
ト
的
に
も
満
足
し
て
も
ら

え
る
装
置
の
提
案
を
進
め

た
」
と
話
す
。
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
提
案
と
既
存
の
空
調

機
な
ど
も
生
か
し
な
が
ら
作

業
環
境
を
改
善
で
き
る
点
が

導
入
の
決
め
手
に
な
っ
た
。

今
後
は
排
出
削
減
量
を
認

電
気
ヒ
ー
タ
ー
で
排
出
対
策

0
0
度
｜
5
0
0

度
C
ま
で
上
昇

し、

v
o
cは
除

去
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
だ
。

v
o
cガ
ス
を

燃
焼
さ
せ
る
際
に

発
生
す
る
廃
熱
を

回
収
し
、
利
用
す

る
時
は
電
気
ヒ
I

同
社
の
玄
関
口
に

設
置
し
た
V
O
C

排
出
対
策
装
置

4
M
、
高
さ
8
M
と
コ
ン
パ

ク
ト
な
大
き
さ
も
特
徴
だ
。

「
と
に
か
く
効
率
が
よ
く
、

自
社
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

る
」
〈
奥
田
常
務
）
。
熱
回

収
を
行
う
こ
と
で
、

1
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
は
従
来

比
約
3
%
減
少
、
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
〈
C
0
2
）
は

約
4
%
〈
年
間
m
J
に
相

当
）
削
減
で
き
た
と
い
う
。

提
案
し
た
四
国
電
力
の
真

鍋
茂
営
業
推
進
本
部
営
業
部

技
術
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
リ

中
小
の
印

刷
業
で
環
境

意
識
の
浸
透

に
拍
車
が
か

か
ら
な
い
の

は
「
〈
V
O

…

c対
策
装
置
が
）
利
益
を

…
生
む
機
械
で
は
な
い
」

〈
奥
田
常
務
）
こ
と
も
背

…
景
に
あ
る
。
多
額
の
投
資

装
置
導
入
で

業
界
活
性
化

〈記事B

証
す
る
「
圏
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
」
の
活
用
も
目
指
す
。

真
鍋
リ
ー
ダ
ー
は
「
食
品
工

場
並
み
に
順
法
精
神
が
高

い
」
と
装
置
提
案
の
過
程
で

見
つ
め
て
き
た
同
社
の
姿
勢

を
高
く
評
価
。
奥
田
常
務
は

「
ド
ラ
イ
ラ
ミ
ネ
I
ト
機
を

は
じ
め
、
設
備
関
連
に
は
自

信
が
あ
る
。
加
え
て
、

V
O

C
を
中
心
と
し
た
環
境
対
策

を
全
面
的
に
打
ち
出
す
こ
と

が
お
客
さ
ま
か
ら
の
総
合
的

な
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

燥
さ
せ
る
ド
ラ
イ
ラ
ミ
ネ
I

ト
機
か
ら
酢
酸
エ
チ
ル
な
ど

の
V
O
C
ガ
ス
が
発
生
す

る
。
同
社
の
工
場
長
を
務
め

る
奥
田
真
司
常
務
は
「
以
前

は
対
策
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
」
と
打
ち
明
け
る
。
乾
燥

時
に
大
気
中
に
放
出
す
る
ケ

ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因

物
質
の
一
つ
で
あ
る

V
O

C
。
発
生
源
は
塗
料
、
イ
ン

ク
、
洗
浄
剤
、
接
着
剤
が
全

体
の
約
百
%
を
占
め
て
い

る
。
2
0
0
4
年
5
月
に
は

大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正
さ

災
地
四
国
タ
ラ
一
七
一
次
印
刷

が
必
要
な
上
、
排
出
さ
れ

る
V
O
Cは
目
に
見
え
な

い
か
ら
な
お
さ
ら
だ
。

北
四
国
グ
ラ
ビ
ア
印
刷

は
食
品
向
け
が
約
加
%
を

占
め
る
こ
と
も
あ
っ
て
環

境
へ
の
意
識
も
高
い
。
今

後
、
装
置
の
導
入
事
例
が

増
え
る
こ
と
が
、
業
界
全

体
の
活
性
化
に
も
直
結
す

る。
〈
高
松
支
局
長
・
林
武

士
山
）


